














いるナイロン製のシャトル(GOSEN 製・THOMAS CUP)の 2 つを使用した．シャトルの質量と寸法を表 1 に
示す．なお，シャトルのコルクの質量を  (g)，コルク部の直径を  (mm)，コルク部と逆側についている羽
の直径  (mm)，コルクの高さを h (mm)，シャトル全体の長さを H (mm)とする． 
 
表１ シャトルの質量と寸法 
シャトル  (g)  (mm)  (mm) h (mm) H (mm) 
ナイロン 3.84 26.22 65.22 24.39 83.32 
水鳥 2.63 25.89 64.36 25.89 83.12 
 
ラケットは初心者向けの Xe-121(XERES 製 ¥650)，中級者向けの Air Power2200(MMOA 製 ¥5,000)，
上級者向けの Arc Saber11(YONEX 製 ¥20,000)の三種類を用いた． Xe-121 はレジャーセットのものである．
Air power2200 は三本のラケットの中で一番軽く，コントロールと反発力をサポートするつくりになってい
る．Arc Saber11 はネオ CS カーボンナノチューブ入りで高弾性である．打球感が硬く，トップヘビーの構造
になっている．Xe-121 は既存のストリングを用いており，他 2 本のラケットのストリングは同様のものを用
いてテンションを 20 pound にした．ラケットの質量を表 2 に示す．なお，ラケットの質量を (g)，ラケット
の全長を (mm)とフレームの縦の長さを (mm)，フレームの横の長さを (mm)とする． 
 









ラケット  (g)  (mm)  (mm)  (mm) 
Xe-121 103 672 246 200 
Air Power2200 89.7 676 253 200 











プの芯，紙，ビニールテープなどを取り付けた．シャトルマシンの簡易図を図 1，実際の写真を図 2 に示
す． 

































数 は次のようになる． =                                         (1) 
4-2 斜方投射の挙動解析に使用した式 
固定したラケットに衝突する直前のシャトルの速さを ，衝突後の速さを とすると反発係数 e は次の 




ラケットを地面に対して平行に固定し，ラケットから 1 m の高さでシャトルを自由落下させた．その様
子をハイスピードカメラ(PHOTRON 製・FASTCAM SA1.1)により撮影した．シャトルが跳ね上がった
最大高さを解析ソフト Image J により測定し，反発係数を算出した． 
 
5-2. 自由落下(コルク部のみ)の挙動解析 






最大高さは 0.8 m とした．ハイスピードカメラで撮影を行い，撮れた映像からシャトルがラケットに衝突す
る前後の速さを算出し，反発係数を求めた．実験の様子とハイスピードカメラの映像を図 4，5，6 に示す． 
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図 10 羽が狭まっているとき 図 11 羽が広がっているとき
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図7 自由落下における反発係数
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図8 自由落下における，コルクのみの反発係数
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図9 斜方投射における反発係数の測定結果
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